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【ものづくり 人づくり 地域づくり】 総代会 ・ 生産者との交流会、 母親大会ご案内

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2013 年度活動テーマ

さあ、 いよいよ本格的に
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今週　「総代会議案書」
　　　　　　　　（第Ⅰ ・ Ⅲ分冊）

 　をお届けします。

6/15 （土） 常総生協第 40 回通常総代会

（第Ⅲ分冊　資料）

　春の組合員一斉討議でたくさんの意見と知恵を寄せてい

ただきました。

　そのひとつひとつ、たいへん貴重な意見や知恵のため、多

くの組合員に読んでいただき知恵を共有しようと、今年は別

冊にして生協内で印刷作業をしてお届けすることになりま

した。ぜひご覧下さい。

○総代会・生産者・消費者交流会参加者募集！
　総代会の中でも、そして総代会後の生産者との交流会の中でも、上手な食材の使い回し方、くらしのムダを省

く・・・等々、生産者も加わって「健康で経済的、シンプルで豊かなくらし」を交流します。

　①総代会の傍聴 （午前）、 ②生産者との交流会 （午後）
　に参加しませんか！参加申込み書 （中面） にて受付。

○お手伝いさん募集 !

　①総代会お手伝い、 ②交流会の生産者ブースお手伝いさん募集！

【総代 100 名のみなさまへ】 封筒で「総代会関係書類」一式をお届けしています。 総代招集通知、総代証明書、全議案書（第Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ、 ※第Ⅱ分冊は決算書類・監査報告書）、 欠席の場合の書面議決書、 交通費実費精算書など、 総代会での重要書類一式が入っ

ていますのでよろしくお願いいたします。
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○復興 ・ 再生への道に声援を！

高橋徳治商店さんや、 コタニさんも総代会に

来てくれます。 ぜひお声かけをお願いしま

す。 食べてくれる人の声がいちばん力になり

ます。 震災支援で出会った生産者、 キムチ

の 「趙さんの味」 の李さんも来てくれます。

○くらし見直し ・ 食材の上手な使い方

今年は、 生協の 「くらし見直し」

のテーマにもとづいて、 一つひと

つの食材をムダにしない使い切

り、 使い回し方を消費者に伝え

てくれるようお願いしています。

【ブース出店予定生産者】

コタニ （海藻）

高橋徳治商店 （おとうふあげ）

趙さんの味 （キムチ）

相馬はらがま朝市クラブ （ねばうま）

相馬 ・ 松川浦青のり養殖復活への道

塩屋 （水産物）

白鷹農産加工研 （漬け物ほか）

ＪＡやさと （納豆 ・ 卵）

鈴木牧場 （ヨーグルト ・ チーズ）

リアス （海藻）

ホクレン （乳製品）

やさとの仲間 （野菜）

清水農園 （野菜）

浅野農園 （野菜）

グリーンサム （野菜）

登喜和食品 （納豆）

ニッコー （冷凍総菜）

鎌倉ハム （ハム）

藤井養蜂場 （はちみつ）

ランカスター （紅茶）

21 世紀コーヒー

遠忠食品 （佃煮）

飛鳥食品 （中華）

金庄 （海苔）

ハーヴィー

ハイム化粧品 （化粧品）

せっけんの街 （石けん）

　ほか

○総代会、生産者との交流会 「参加」申込みます！（○をつけて下さい）

１） 総代会（9:30 ～ 12:30）の傍聴に参加します

２） 生産者との交流会（13:30 ～ 15:30）に参加します。

○総代会、生産者との交流会「お手伝い」できますよ！（○をつけて下さい）

１） 総代会準備お手伝い（前日準備、当日保育・テーブル等の準備）できますよ！

　　　前日準備お手伝い（生協本部（午前 or 午後）：資料セット、テーブル札などの準備）

　　　当日お手伝い（総代会場 9:00 集合：保育、テーブルセットなど）

２） 交流会で、生産者のブースお手伝いできますよ！（午後 13:00 集合）

コース名　　　　　班名　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　tel　　　　　　　　　　　　　　

6/15 （土） 「総代会」 「生産者 ・消費者交流会」

総代会、生産者との交流会に集まろう！
生産者から、組合員どうしの食材使い回しの知恵、お料理の工夫、いっぱい交流しましょう！

【総代会会場】 レイクサイドつくば
つくば市下岩﨑 708-1　
tel ： 029-876-5050
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6/23 （日） 10 時～１６時、 守谷高校を会場に

第 53 回茨城県「母親大会」が守谷で開催されます。
「いのちを生み出す母親は　いのりを育て　いのちを守ることを望みます」

「参加券」 申込みは、 下記注文番号にて注文書にて

①一　般　　  　　　　　1,000 円　　№ 500235

②学生 ・ 障がい者 　　800 円　　№ 500236

③ﾌｧﾐﾘｰ （親子券）　　 　1,000 円　　№ 500237

【記念講演】落合恵子落合恵子  さん　　
（午後 13:30 ～）

「未来への伝言　～空より高く～」
母親大会の原点『子どもの生命を育て 守る』ことが脅かされ、子どもたちが

未来に希望を持ちにくい社会にしてしまった私たち大人。大きな岐路に立たさ

れている今、何を選択し、どのように環境を守り、創り、子どもたちに手渡し

てゆけばよいのでしょうか？落合さんのお話しを伺いながら皆で考えます。

【特別分科会】午前 10:00 ～ 12:30

「子どもを放射能から守るために -いま私たちに何ができるか -」

常総生協の司会進行で、助言者（小川仙月さん、原口弥生さん）と、
地域で活動しているお母さんたちの報告・提案、交流を行います。
ぜひおいで下さい。

地元の実行委員長は常総生協の組合員さんです。たくさんの分科会、講座
があります。樋口健二さんの講座もありますよ！ぜひ、家族で守谷高校へ！

【会場】 守谷高校

6/23 （日） 茨城県 「母親大会 in 守谷」 プログラム

午前
10:00

～
12:30

【シンポジウム】

「TPP 参 加 で ど う な る

の？わたしたちのくらし

- 農業 ・ 医療 ・ 消費者の立
場から」

パネリスト
 秋山豊さん （JA 茨城）

 原中勝征さん （県医師会）

 小泉千恵子さん （生協ﾊﾟﾙ）

【特別分科会】 常総生協司会進行

　　「子どもを放射能から守るために - いま、 わたしたちにできること -」

　　助言者 ： 小川仙月さん、 原口弥生さん

　　県内各地の活動団体から報告、 提案。 意見交換、 特別決議。

【分科会】

①ベビー＆キッズフェス　- 笑顔で子育て -　（橋本光子さん）

②楽しく学べる学校　- 友だち、 学力、 いじめなど -　（中村正和さん）

③ < 講座 > 福島原発の今と被曝労働者　（樋口健二さん）

④ < 講座 > 放射能汚染の中で暮らす　健康で生きるための食事の工夫（高村登美子さん）

⑤原発に頼らないエネルギー　- 自然エネルギーの普及で地産地消 - （佐川清隆さん）

⑥憲法の危機、 政治の危機　（田村武夫さん）

⑦女性の人権と平和　- 一刻も早く日本軍 「慰安婦問題」 解決へ -

⑧これからどうなる年金と生活　（川崎敏明さん）

⑨いまふう井戸端会議　- 気がかりなこと、 何でも話そう - （長谷川幸介さん）

⑩ < 体験 > 絵手紙を書こう　- へたでいい、 へたがいい - （中谷令子さん）

⑪ < 実践 > ウオーキングで体力アップ （伊藤寿子さん）

⑫ < 見学 > 守谷の歴史を訪ねて - 平将門伝説コース -　（倉持晃

午後
13:30

～
16:00

（オープニング） 太鼓演奏 （福岡盆踊り保存会）、 よさこい踊り （夜桜恋もりやさくら組）

（茨城からの発信） 各地からの運動報告

【記念講演】　  落合恵子さん　「未来への伝言　－空より高く－」

（資料代） 一般 1000 円ほか、　（履き物） 上履き持参、　（全体会会場） 体育館床に座ることあり、　（お弁当 ・ 飲み物） 販売

します。 （保育） 1 歳～ 事前に FAX にて申込み要 （詳しくは今週折り込みチラシをご覧下さい）
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「脱原発ネットワーク茨城」より素敵な企画。

「原発、放射能、エネルギー、そして人々」をテー

マに、みんなの「ポスター展」を開催することに

なりました。少し肩の力を抜いて、感じたことを。

　素材、画材は問わないそうです。

「生活（暮らし）を見直す」という私たち常総生協

のテーマとも共通します。

　今週28日～6/2まで開催されている生協の「親

子で知ろう戦争と暮らし展」と同じ「つくば市民

ギャラリー」に 7 月より展示してくださいます。

　応募方法等は、今週いっしょに入っている「小

川仙月さん講演会」の裏面をご覧下さい。

７月７日 （日） 「小川仙月さん講演会」

　チェルノブイリ原発事故以来、長く原発への警鐘を鳴ら

し続けてきた小川仙月さん。

　毎週、常陽新聞に「脱原発への道」の連載記事を書かれ

ている小川さんから、テレビが伝えないこと、チェルノブ

イリ・福島から学ぶべきこと、今起きていることをお聞きし、

学びあいます。

７月７日 （日） 「小川仙月さん講演会」

　チェルノブイリ原発事故以来、長く原発への警鐘を鳴ら

し続けてきた小川仙月さん。

　毎週、常陽新聞に「脱原発への道」の連載記事を書かれ

ている小川さんから、テレビが伝えないこと、チェルノブ

イリ・福島から学ぶべきこと、今起きていることをお聞きし、

学びあいます。

【7/3 ～ 7脱原発ネットワーク茨城主催 『原発とエネルギーポスター展』】

　ポスターを描いて ポスター展に応募しませんか！
　　　　こどもから大人まで　感じたことを絵にしてみませんか！　絵はがき大からＡ１版まで

（編集後記） きれぎれの思い　ポスター展を思いながら

原発をめぐる人々の争い

悲しいまでの　もののあわれから　あわれへ

小説を見るかのように　この目の前で行進してゆく現実

いのちへの慈しみを持つ母たちがいることの救い

絶望と希望　

なにもかもがないまぜの　この２年　　狂愚

竜巻より　コリオリの力より　恐ろしき社会の渦への飲

み込まれ方　北半球の右回り　

プレートとプルームのテクトニクの駆動エネルギー

たまたま　たまたま　福島に　いなかっただけ

一瞬で家族の人生が狂わされることの過酷の想像

東海第 2だったら今ごろ　ここには　いない

莫大なエネルギーの流れと消費　費やし消える

よく停電があった昔　何でもなかった昔

夜の本当の暗さ　暗闇を忘れてしまったことへの不安

これほどのことがあっても時代が変わらない苛立ち

Silent Spring　 はじまってしまった Silent War

水銀母液と子宮　羊水　再びの内部からの汚染と放射

経済といのちが天秤にかけられる　どちらの処刑台か

自分をみつめる時間がなくなった　時の早さ　忙しさ

忘却の彼方に精神の怠惰が引き込まれゆく流れ　片足

便利さが愚かさを加速し、思考は停止する　退化

目先の利益と世代の責任　無責任

核の時代に生まれた　子どもたちの背負う宿命

自然の中にあった子ども時代　なつかしさ

いつのまにか大人になっていた　その無自覚さ

隣人とのギャップ　信じることの亀裂　

信じていた人と　信じていたことの愚かさ

子らの笑顔が救い　心ある母らの協同組合の救い

「参加券」 申込みは、 下記注文番号にて注文書にて

小川仙月さん講演会 「参加券」 500 円

注文番号　　　　№ 500238

今週、

案内チラシ

が入ってます


